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【様式２】 

男女別職員数

男 女 0 5 10 15 20

50歳~

40～…

30～…

20～…

年代別人数

0:00:00

120:00:00

240:00:00

360:00:00

480:00:00

600:00:00

1

年代別平均超過勤務時間

50代後半 50代全般 40代

30代 20代後半 20代前半

部門名 

働き方改革部門 

 

エントリー名 

上尾市立上尾中学校 山田 正浩  

（平成 30年度第１回教職員等中央研修 副校長・教頭等研修） 

活動名 

超過勤務 削減大作戦！マクロ・ミクロに対処！ 

解決すべき課題 

①教職員の在勤時間が今まで正確に把握できていなかった。 
②具体的な超過勤務時間削減の方策が打ち出せていない。 
③組織としての取り組み、個に応じた方策を生み出せていない。 

目標・方針 

・４月から８月までの超過勤時間を正確に調査し、実態を把握する。 
・個々の職員の校務分掌等、学校行事等と在勤時間との関連を分析する。 
・９月から超過勤務の多い職員への具体的な対策を図り、改善に向ける。 
 

活動内容 

・４月からの８月までの在勤システム（タイムカード）による在勤時間調査・分析。 
・調査の結果・分析を踏まえ、個々の教員の聴き取り調査。 
・個々の職員への勤務時間縮減のための具体策の策定。 
・具体策の実施による成果と課題のまとめ。 

活動の成果 

調査の結果 
・（グラフ１,２から）現在の学校現場によくある状況。年代の２極化が進んでいる。 
・（グラフ３から）  超過勤務時間の２極化も見受けられる。 
・（グラフ 4 から）圧倒的に８月が少なく、月別の差は感じられない。 
・（グラフ 5 から）20代後半から超過勤務時間はピーク、その後なだらかに減少。 
・（グラフ 6 から）休日の出勤回数については部活動によるものがほとんど。 
・ 超過勤務が多い職員と校務分掌の明確な因果関係はない。 
聴き取り調査から（超過勤務時間が多い職員） 
・ 部活動で休日出勤することは苦ではない。その後日頃できないレポート等の仕事をして帰ることが多い。 
授業のない時間など上記の仕事を行うようにしたいが、生徒との連絡帳の点検、教科提出物のチェックなどで
終わってしまうため、「空き時間」が欲しい。 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

（マクロ方策） 
・部活動の制限は、かなりの超過勤務削減が期待出来る。 
→ （理由 集計結果から、本校で部活動を制限している職員は、超過勤務が少ない。) 
（ミクロ方策） 
・ベテラン・若手で職務を一緒に（ペアで）請け負わせ、効率よく遂行するように、努力させる。 
→ （理由 集計結果からベテランは職務を効率よく行うのがうまい。若手が模範にするべき） 
・超過勤務時間が多い者に対し、個人面談を行い、校務分掌の見直しを行う。 
→ （理由 分析結果から、超過勤務の理由は一概に言えない。個人の校務分掌を遂行する上で、詳細に

管理職が状況を把握し、その都度考える。在勤時間の長い教員には個別の対策を打つ） 

（グラフ 1）                （グラフ 2） 
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（グラフ３）                                 （グラフ 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ５）                （グラフ６） 
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